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高校生に対する動機付けプログラムの教育的効果
－高校生向けキャリア学習プログラム「未来の教室」を事例に－
沼　田　翔二朗
Educational Eﬀ ects of the Incentive Program on High School Students
－A Case Study of the Career Learning Program "Mirai no Kyoshitsu" for High School Students －
Shojiro NUMATA
要　旨
　我が国の高校生を取り巻く教育環境は急速に変わりつつある一方で、学習活動や進路選択にお
ける動機付けの機会がますます必要とされている。これまでの動機付け理論の多くは、より高度
な活動を行うためには、内発的な動機付けが有効であることが明らかにしてきた。
　そこで、筆者が自己効力感理論とARCSモデルを参考にして開発した高校生向けキャリア学習
プログラム「未来の教室」を事例として、そのプログラムの概要と、2016年６月15日に実施し
た事前と事後で調査した結果から、高校生の動機の変化を明らかにすることを通じて、その意義
を明らかにしていくこととした。
　その結果、進路選択に対する動機付けにおいて一定以上の効果が見られ、その有効性が明らか
となった。
Summary
　　While the educational environment surrounding Japanese high school students is rapidly 
changing, there is an increase in the needs to motivate the students in future career choice. Most 
of the previous incentive theories of motivation demonstrated that endogenous incentives for 
motivation are eﬀ ective for a higher level of activities. 
　　The author developed the career learning program for high school students, “Mirai no 
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Kyoshitsu (future classroom)” based on the self-efficacy theory and the ARCS model and 
implemented the program on June 15, 2016. The paper shows the outline of the program and 
changes in motivation of high school students before and after the program, and clariﬁ es the 
signiﬁ cance.
　　As a result, the program demonstrated eﬀ ects above a certain level as incentives for future 
career choice and the educational eﬀ ect has become evident. 
Ⅰ．はじめに
　平成26年11月、文部科学省から中央教育審議会（以下、中教審）に学習指導要領の改訂を諮
問１）されてから、我が国の学校教育の現場は、急速に変わりつつある。特に「教員による一方
向的な講義形式の教育とは異なり、学修者の能動的な学修への参加を取り入れた教授・学習法の
総称」とされるアクティブラーニング（以下、AL）の普及を中心に「学習者主体」の教育のあ
り方を模索している現状である。最近の動きとしては、中教審教育課程部会教育課程企画特別部
会が平成28年８月１日付で公表された「次期学習指導要領に向けたこれまでの審議のまとめ（素
案）」」においては、“2030年の社会”を想定しながら「主体的・対話的で深い学び」を検討する
など、高校生が自ら学び、自ら考え、相互に学び合うことを理想する教育のあり方に向けて、着
実に、そして確実に我が国の教育現場は変化しようとしている。一方で日本の高校生は、諸外国
に比べて学力水準は高いが「学習に対する意欲や自身」は低く２）、「自分が参加しても社会は変
わらない」３）、「挑戦したいと思っていても、自分から挑戦することはできない」４）といった「自
己肯定感の低さ」や「挑戦することへの自信の低さ」などの現状が挙げられ、学習活動や自ら行
動するための“動機づけ”が希薄であることがわかる。
　そこで本稿は、高校生が持つ意欲や主体性を代表とした“動機付け”に着目したうえで、筆者が
代表理事を務める特定非営利活動法人Design Net-works Association（以下、DNA）が高等学校
の授業の時間を活用して実施する高校生向けキャリア学習プログラム「未来の教室」を事例とし
て、プログラムの概要と、そして実施前と実施後の意欲や主体性などの“動機”の変化を明らかに
することを通じて、その意義を明らかにしていく。
　キーワード：高校生、動機付け、自己効力感理論、ARCSモデル
Ⅱ．動機付け理論の概観
（１）動機付け理論の概観
　動機付けに関する理論は、心理学分野で今日まで数多く研究がなされてきた。欲求五段階説
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（Maslow,1942）やXY理論（McGregor,1960）、動機付け・衛生理論（Herzberg,1966）、内発的
動機付け理論（Deci,1975）、自己効力感理論（Bandura,1986）、そしてこれらの動機付けの理論
を活用した形で学習意欲向上理論ARCSモデル（J.M Keller,1983）などが挙げられる。これらの
理論によって、より高度な活動を行うためには、外発的動機よりも内発的動機が重要であること
を明らかにしており、自らが目の前の事柄に対して主体であることへ自覚的であることや自己効
力感、知的好奇心、自律性など、「自身が自発的に行動している」という自己決定性を必要条件
としてきた。
　しかしながら、金井・高橋（2004）は、人が現実に動機付けられる理由や状況は必ずしも諸
理論だけでは説明できないことを「ミッシング・リンク（失われた輪）」と呼び、その考察の難
しさを指摘している５）。つまり、内発的に動機付けされた状態を客観的に判断することや、ある
いは実際の行動にどのように結びついているのかを十分に説明することができないという点であ
る。
（２）動機のない対象に対して－自己効力感理論とACRCモデル
　動機付けがされていない対象に対して、動機付けを行う方法（やる気を高める方法）としては、
①自己効力感理論と②ARCSモデルが採用される。自己効力感理論においては、人の動機には、
自分の行動がある結果をもたらすという「結果期待」と「効力期待」を持つことが重要であると
されている。たとえば高校生が大学受験をする場合、「がんばればきっと大学入試試験に受かる」
という自信や期待を持ち受験に臨む場合、その自信や期待のことを「効力期待」とし、受験しよ
うとする気持ち自体を「結果期待」とした。個々人が、自身の効力期待を自覚した状態のことを
「自己効力」と呼び、この自己効力の高低が動機づけに大きく影響するものと考えられている。
　また、自己効力感が高めることのできるメカニズムとしては、４つの情報が有効である。①実
際に自分でやってみることで得られる情報である「行為的情報」、②他者が成功したり失敗した
り失敗するのを見ることによって得られる情報である「代理的情報」、③言葉による説得によっ
て得られる情報である「言語的説得の情報」、④声が震えるなどの生理的反応に関わる情報であ
る「生理的喚起の情報」の４つである。自己効力感が高めることのできる強度順としては「①行
為的情報」→「②代理的情報」→「③言語的説得の情報」→「④生理的喚起の情報」とされ、自
分でやることで得られる情報（行為的情報）や他者の行動を見ることによって得られる情報（代
理的情報）は、言語による説得（言語的説得の情報）や声が震えるなどの生理的な症状を克服す
ることによって得られる自信（生理的喚起の情報）よりも、さらに強い自己効力につながる。
　ARCSモデルは、インストラクショナルデザインにおいて、幅広く活用される学習者の意欲に
作用するとされている４つの機能を明らかにしたモデルである。①学習者の興味・関心を引き出
し学ぶ好奇心を刺激する「注意（Attention）」、②学習目標に対して自分との関連性を感じさせ、
学習者が自分のものとして積極的、かつ肯定的な態度で取り組めるようにする「関連性
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（Relevance）」、③学習者が成功・達成できることや成功・達成は自分たちの工夫次第であること
を確信・実感するための助けをする「自信（Conﬁ dence）」、④学習結果や目標に到達しようとし
た学習者を報奨によって、「やってよかったな」と思わせるなどの達成を強化する「満足感
（Satisfaction）」の４つである。特にARCSモデルでは、最初の３つの要素（①注意、②関連性、
③自信）を達成できれば動機付けされたといえるとして、④満足感は動機付けられた意欲や主体
性を持続するために必要とされている。
（３）小括
　動機付け理論においては、心理学をベースとした様々な研究がこれまでなされ、とりわけ高度
な活動を行うためには、内発的な動機を喚起されている状態が望ましいことがわかっている。一
方で、高校生の将来に対する動機づけで有効な手立ては、近接目標や未来への明るい展望の重要
性が、先行研究で示唆されている。また、実際に動機付けを行うための機会を提供するためには、
「自分にもやればできるんだ」という自己効力感の醸成や、「自分にも関連していて、成功や達成
は自分の次第である」という学習意欲の動機付けモデルが参考となる。
　本稿の事例となる「未来の教室」では「まだ動機付けされていない高校生」を対象とした上で
し、主に自己効力感理論の「代理的情報」とARCSモデルの「関連性」の枠組みが、高校生にとっ
て自分の将来に向けた意欲や主体性などの動機を喚起する要因となり得ることを仮説しながら、
プログラムを開発した。
Ⅲ．動機付けを狙いとしたプログラム「未来の教室」の概要
（１）「未来の教室」の概要
　「未来の教室」は、DNAが高等学校の２時間の授業（主に「総合的な学習の時間」、「LHR」、「産
業社会と人間」など）を活用して、高校生が持つ意欲・主体性を高め、日常の行動につなげるキャ
リア教育のプログラムである。2014年から2016年までに、群馬県内の高等学校を中心に計４回
実施し、計700名の高校生に、計80名の大学生・社会人を中心としたボランティア（以下、セ
ンパイ）が関わっている。
　プログラム中は、高校生７名に対してセンパイ１名を配置し、「ウォーミングアップ（関係を
築く）」→「センパイ語り（３人の経験談を聞く）」→「ジブン語り（自身の未来を言葉にし、日
常の行動を宣言する）」という３つの流れで進む。「ウォーミングアップ」では、自己紹介と簡単
なゲームを通じて、初めて出会うセンパイとの関連性を認識し、関係性を築くことを狙いとして
いる。「センパイ語り」では、18歳～ 39歳以下の大学生や社会人から15分程度の経験談を聴き
ながら、高校生自身が持つ意欲・主体性といった動機に気付くことを狙いとしている。特にセン
パイが語る内容の多くは「挫折経験」や「乗り越えてきた経験」、「試行錯誤してきたこと」、「打
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ち込んできたこと」、「今向かい合い続けていること」、「渾身の仕事」などの話であり、「完成さ
れた経験談」ではなく「未完成の経験談」を伝えている。「ジブン語り」では、高校生の動機を
可視化することを狙いとしている。自身の気持ちや自身が描く将来を言葉で表現した上で、日常
生活で歩み出す１歩目の行動宣言を行う。
図表１　「未来の教室」実施経過
回数 日　　程 学校・学年 生徒数 ボランティア数 備　　考
第１回 2015年２月18日 Y高等学校２年生 160名 19名 プログラム開発のためにプレ実施
第２回 2015年11月４日 Y高等学校２年生 147名 21名
第３回 2016年５月25日 O高等学校２年生 233名 22名
第４回 2016年６月15日 Y高等学校２年生 161名 19名
第５回以降、2016年９月現在の年内実施予定の概要
第５回 2016年10月11日 A高等学校１年生 240名 35名
第６回 2016年11月１日 Y高等学校１年生 160名 25名
第７回 2016年11月24日 K高等学校２年生 160名 25名
 
　大学生は、基本的に毎週一度２時間程度
のミーティング・研修を通じて「センパイ」
になる。社会人は、高校ごとに募集をし、
それぞれ約10時間程度の研修を通じて「セ
ンパイ」になる。大学生は、群馬県内の４
つの大学に所属する学生が参画し（高崎経
済大学、群馬大学、前橋工科大学、共愛学
園前橋国際大学）、社会人は「看護師」・
「シェフ」・「広告や住宅の営業」・「保険販
売員」など業種・職種問わず様々である。
写真１　ウォーミングアップの様子 写真２　センパイ語りの様子 写真３ ジブン語りの様子
図表２　センパイの属性
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（２）ボランティア（センパイ）の語り内容と準備
　高校生の動機付けを行うためには、センパイの関わりが非常に重要となる。先述したように、
センパイには事前研修を通じて「高校生を動機付けするための役割」を担える状態を目指す。特
にセンパイの役割において、最も重要となることが「センパイ語り」である。センパイ語りでは、
高校生に向けて15分の経験談を伝え、それを計３回実施する。高校の要望によって内容が少し
ずつ変わる部分もあるが、基本的なコンセプトは「自信の経験の中で、自分から行動した話」で
ある。その前提において「部活動」、「勉強」、「進路選択」、「仕事」、「家庭・子育て」などの多岐
にわたる日常生活のテーマで語る。
　また15分の基本的な構成は①自己紹介→②高校時代の話→③自分から行動した経験の話→④
高校生に向けたメッセージの４つである。下記は、大学卒業後、大手住宅販売会社に就職して４
年目の男性が行った実際のセンパイ語りの一部である。
＜センパイ語りの事例＞５）
　住宅販売の仕事をしています、社会人４年目のとも（仮名）といいます！今日はよろ
しくお願いします！僕の最近の趣味はテニス、野球観戦、ゴルフで、特にゴルフは社会
人ともなろう者、一度は通る道！ということで、仕事仲間と行くことが最近とても多い
んだよね。でも、正直あまり上達できていなくて、いつも仲間よりスコアが低いです（笑）
でも、誰よりも楽しんでます！（実際にゴルフの写真を見せる）
　そんな僕ですが、高校時代を一言でいうと「こう見えて、おとなしい＆引っ込み思案」
です。友だちと遊んでも自分の意見を言わず、陰ひなたに隠れていたような高校生。（中略）
　そんな自分が、大学に入り、何千万とする住宅をお客さんに販売する仕事をしている
わけだけど、いまの自分は「前を向くこと！」を大切に生活しています。なんでかとい
うと、実際に社会人４年目ともなると「若手」という最大の盾のような看板はつかえず、
自分自身で勝負しなきゃいけないことも増えていて、難易度が高いことがたくさんあっ
てね…　（中略）
　そんな自分からみんなに伝えたいメッセージは、「普段の生活で何となくネガティブ
に考えていることの考え方を、少しでもいいから変えてみよう！」ということです。正
直、僕自身、急に行動を変えろ！と言われても行動を変えるのは難しかった。でも、深
呼吸しながら目の前の物事の捉え方を変えてみたら、「意外とやれるかも」って思うこ
とができて、実際に行動できたんだ。なので、高校生のみんなにも、まずは自分自身の
考え方や捉え方を、いつもとはちょっと変えて、そして前向きに捉え直してみることか
ら始めてみほしいと思います !!
　この男性のケースでは、自己紹介で親近感をもたせるように社会人としての普段の様子がわか
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る写真を見せたり、高校時代の話で率直に当時の自分を伝えることで自分から高校生に自己開示
を行い、現在の仕事の話で試行錯誤しているありのままを飾らずに伝え、最後には自身の経験談
に裏打ちされたメッセージを高校生に伝えている状況がうかがえる。
　以上のようなセンパイ語りを行うために一人当たり10時間程度の研修を行う。基本的な研修
内容は、①高校生の状況理解、②語る内容づくり、③対話トレーニング、④センパイ同士のチー
ムビルティングである。特にプログラム全体において、センパイ語りでは自己効力感理論「代理
的情報」とARCSモデル「関連性」の枠組みを採用しており、プログラムの要となるために、②
語る内容づくりの研修には時間と労力をかけている。センパイ自身の人生を振り返り、自分にとっ
て影響のあった出来事を振り返り、その出来事はどのような意味があったのかを考え、話し、高
校生に伝わる内容に変えていくプロセスを経て初めて語れる状態になる。
（３）動機付け理論の枠組みから捉えるプログラムの流れ
　２時間のプログラムにおいて、実際の内容とそれに応じた狙い、そして自己効力感理論と
ARCSモデルの関連は、図表４のとおりである。とりわけ高校生側が「私にもできそうだ／でき
るんだと思える場になっているか？」という自己効力感理論の視座と、一方で筆者側が「高校生
にとって活動の意欲を喚起できる環境を整えられているか？」というARCSモデルの視座を用い
て整理した。特に「センパイ語り」と「ジブン語り」においては、それぞれ自己効力感理論「代
理的情報」とARCSモデル「自信」に関連させた。
図表３　動機付け理論の枠組みから捉えるプログラム当日
流　れ 行うこと 狙い（高校生の感想・気持ち）
自己効力
感 理 論
ARCS
モデル
ウォーミン
グ ア ッ プ
・自己紹介
・アイスブレイク
・ 「今日は面白そうだ」・「今日は
何でも言っていいんだ」
・ 生理的喚起の
情報
・注意
・関連性
センパイ
語　　り
・ センパイからの話を
３人分聞く
※ １人目は既に決めら
れたセンパイの話を
聴き、２人目・３人
目は高校生自身が選
んで聴きに行く
・ 「こんな生き方があるんだな」
・ 「センパイも悩みながら前に
進もうとしているんだ」
・「自分にも何だかできそうだ」
・ 代理的情報
・注意
・関連性
ジブン語り
・ 「今の気持ち」を模
造紙に書く
・ 行動宣言シートに、
明日からの行動を書
く
・ 高校生同士で発表し
合う
・ 「恥ずかしいけど、気持ちを言
葉にしよう」
・ 「周りを気にして出来ていな
かったけど、チャレンジして
みたい」
・ 「自分の行動次第で、物事はよ
くなっていく」
・行為的情報
・ 言語的説得の
情報・生理的
喚起の情報
・自信
・満足感
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Ⅳ．高校生に対する動機付けの効果
（１）調査の内容と方法
　調査参加者は、第４回（2016年６月15日）に該当するY高等学校２学年計161名である。高
校生対象の調査では、生徒を取り巻く環境による差異を考慮する必要があるが、本調査の対象と
したY高校は、進学希望者と就業希望者が一定の割合で混在する進路多様校に該当し、高校入試
の合格得点が５割程度、県内では中程度の学校である。また、総合学科の学校であり、普段の学
習活動や進路選択においても多様な学校である特徴がわかる。
　調査時期は「未来の教室」を行う１カ月程度前に第１回、行った２週間後に第２回、そして３
か月後の第３回と合計３回、クラス単位の集合調査として行われた。調査の実施は、学校長及び
進路指導主任を通して学級担任に依頼した。各学級担任が質問紙を配布し、紙面上において、プ
ライバシーは保護されること、調査以外には使用されないことを教示し、その場において無記名
で回答を求め、回収をした。事前と事後に行った調査項目は、同じ項目を用いた。回答は「１．
そう思わない」「２．どちらかといえばそう思わない」「３．どちらかといえばそう思う」「４．
そう思う」の四段階で回答を求めた。回収数は161名分であり、回収率は100％である。
　なお、調査の対象が、自身が深く関与したY高等学校の高校生であるため、一般化というよりも、
より具体性をもち、現場に即した高校生の動機の変化を明らかにすることを目指す。
（２）結果と考察
　事前と事後に行った結果は図表４のとおりである。結果においては、「非動機付け」「動機付け」
の２つと、「事前」「事後」の２つに分類している。
　四段階回答の内「１．そう思わない」「２．どちらかといえばそう思わない」を「非動機付け」
「３．どちらかといえばそう思う」「４．そう思う」を「動機付け」とし、「事前」はプログラム
１カ月前、「事後」はプログラム２週間後としている。
　全体的に、事前と事後で数値的な変化は認められ、一定以上の効果だろう。特に意欲・主体性
に関する設問においては「自分にとって将来の望ましい結果をつかみ取りたい」については「事
前」が42.2％、「事後」が95.7％と著しく変化しており、動機付けの効果は高い。「経験したこ
とのないことには、自分からチャレンジしてみたい」は「事前」が58.4％、「事後」が87.7％で
ある。「難しいことでも、自分なりの努力をして試行錯誤してみたい」は「事前」が65.2％、「事
後」が93.8％となっており、行動や挑戦に対する動機付けはされている。また「今よりもっと
深く学んでみたいことがある」は「事前」が72.0％、「事後」が85.2％と学習活動に対する動機
付けも一定以上の効果がみられる。それ以外には「家族・友達・先生以外の様々な人たちと積極
的に関わってみたい」「今勉強していることや取り組んでいることは自分の将来にもつながって
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いる」などの設問について、それぞれ事前と事後で20ポイントの差が表れている。また、事後
調査の自由記述欄において「当日に目標宣言をしてみての振り返り」を記載した高校生のコメン
トを記す。
①学習活動に関する動機付け
　・芝居の勉強、保育の勉強どっちも頑張る。
　・わからない問題はわかるまで聞き、期末テストにむけてがんばります。
②進路に関する動機付け
　・ おしゃれを勉強するために、自分の持っている洋服を見返してみた。自分の好きなことをや
り続けて、進路も自分に合った専門に進みたい。
　・ 自分自身が決めた道を進みたいと強く思いました。さっそく周りの人へ相談することができ
ました。
③その他の活動・行動に関する動機付け（チャレンジすることの大切さなど）
　・わからない問題はわかるまで聞き、期末テストにむけてがんばります。
　・ とにかく焦らず、なりたい・やりたい気持ちを強く持つことが大切だと教えてくださいまし
表４　プログラムを通じた事前と事後の変化 （単位％）
項　　　　　　　　目 非動機付け 動機付け
調　　査　　時　　期 事前 事後 事前 事後
1 やりたいと思うことは、やれる自信がなくてもやってみたい 28.6 6.8 71.4 93.2
2 挑戦したいことは、経験・能力が足りなくても挑戦したい 31.1 10.5 68.9 89.5
3 やりたいと思うことは、失敗や批判を恐れず挑戦したい 29.2 13.0 70.8 87.0
4 自分にとって将来の望ましい結果をつかみ取りたい 57.8 4.3 42.2 95.7
5 未来は、自分から動くことでよりよく変えることができる 18.0 5.6 82.0 94.4
6 目の前にある物事（人間関係、勉強、部活動など）は、自分から動けばよりよく変えることができる 19.9 11.1 80.1 88.9
7 チャレンジして失敗したら、「立ち直ればいい」と思う 18.0 11.1 82.0 88.9
8 時には、自分の弱い処をさらけ出し、人の助けを借りることも必要だと思う 16.1 5.6 83.9 94.4
9 他の人の素敵なところを素直に認めていきたい 8.1 1.9 91.9 98.1
10 経験したことのないことには、自分から何でもチャレンジしてみたい 41.6 58.4 58.4 87.7
11 難しいことでも、自分なりの努力をして試行錯誤してみたい 34.8 6.2 65.2 93.8
12 今よりもっと深く学んでみたいことがある 28.0 14.8 72.0 85.2
13 家族・友達・先生以外の様々な人たちと積極的に関わってみたい 36.0 13.6 64.0 86.4
14 納得した進路選択をするために、自分なりに取り組むことが具体的である 55.9 21.0 44.1 79.0
15 今勉強していることや取組んでいることは自分の将来にもつながっている 27.3 4.3 72.7 95.7
16 自分で決めたことは、努力し続けたい 8.7 2.5 91.3 97.5
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た。なので、強い気持ちをもって取り組んでいきたいと思います。
　これらの結果において「自分にとって将来の望ましい結果をつかみ取りたい」が事前と事後で
著しく変化が見られたことから、学習活動やその他の活動に関する動機付けというよりも、むし
ろ進路に関する動機付けに効果的であることがわかってきた一方で、そもそもの動機が低い現状
も明らかになった。
Ⅴ．おわりに
　以上のように、高校生向けキャリア学習プログラム「未来の教室」を通じて、高校生への動機
付けには一定の効果がわかった。特に、進路に対する動機付けにおいては有効な手立てである可
能性が示唆されている。
　しかしながら、十分な回数のプログラム実施がないために調査対象のサンプル数も少なく、高
校生に対して効果性の高いプログラムかどうかは断定できない。今後は、より効果の高いプログ
ラム実施のために、調査対象のサンプル数を増やしていくとともに、効果測定の指標の再検討も
望まれる。
（ぬまた　しょうじろう・特定非営利活動法人 Design Net-works Association 代表理事）
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